
 

審議会等議事概要 

 

平成２６年度 第１回滝川市いじめ防止専門委員会 議事概要 
                                              

日 時 平成２６年６月２６日（木）１５：３０～ 

開催場所 滝川市役所 ７階 ７０１会議室 

出席者 
委 員：富家直

ただ

明
あき

委員、中川桂子委員、神原充
あつ

史
し

委員、豊田收
おさむ

委員 

事務局：小田教育長、舘部長、小野指導参事、吉川課長、鎌田係長 

議 事 

 

１ 開  会       進行：鎌田係長 

 

２ 教育長挨拶      小田教育長 

 

３ 委員紹介       事務局より委員・事務局員の紹介 

 

４ 議  題        

（１）会長選出 

 富家直明委員を会長に選出（以後の議事は会長により進行） 

 

（２）報告 

ⅰ滝川市子どものいじめの防止等に関する条例の概要について 

ⅱ滝川市いじめ防止対策専門委員会の組織等の概要について 

ⅲ滝川市立学校のいじめ認知・教育相談電話等の状況について 

ⅳいじめアンケート調査の結果概要について 

ⅰ～ⅳについて、吉川課長より報告 

質疑応答（特になし） 

 

（３）協 議 

 ⅰ滝川市いじめ防止専門委員会の事業計画について 

 ⅱ平成１７年 小学生女子児童の自殺事件の概要について 

 ⅲ学校におけるいじめに関わる通報・相談受理後のしくみについて 

 ⅰ～ⅲについて、吉川課長から説明 

 

質疑応答等 

ⅰ、ⅱについて 

①委員） 

 ・いじめ問題対策連絡協議会との関係について疑問を持っていたが、説明を伺っ

て理解した。 



 

 ・平成８年頃文部省からいじめの観点、注意事項について通知が出たと記憶して

いるが、それらが滝川市のいじめへの取り組みへ生きていることも理解でき

た。 

 

②委員） 

 ・非常にわかりやすい資料である。 

 ・各学校でいじめ防止基本方針が立てられているとのことで、先ほど事務局から

説明があったいじめ対策が行われると感じた。 

 ・激増しているネットやラインでのいじめも、学校においては従来のいじめと 

同様の規範にのせて扱えばよいということを感じた。 

 

③委員） 

 ・自殺事案への初期対応は非常に重要である。 

 ・自殺の衝撃は周囲の人々（友人等）に影響を与えることから、カウンセリング

についても非常に重要である。 

   

ⅲについて 

 ①委員） 

  ・通報から教育委員会に一報が入るまでの所要時間を事務局に伺う。 

  事務局） 

   即日である。校内での対策についても同様である。 

 

 全体を通して 

 ①会長から提言として 

  ・各市町村教育長の判断に委ねられている学校教育法第３５条・出席停止の措置

については、道教委がガイドラインを作成すべきである。 

  ・進学先高校の違い（中学では同級生）で関係校が複数化しているラインいじめ

においては、教師間のみで対応するのではなく、福祉、警察、保護司、スクー

ルカウンセラー、病院等、さまざまな職種の第三者が連携することで対応すべ

きである。 

  ・滝川市のいじめ自殺事件において、小学校名を冠した名称がウィキペディアに 

掲載されていることについて、運営者に修正依頼を行っても良いのではない

か。同時に、非常に重要な事件であることから、統一した名称をつけるべきで

はないか。 

 

５ 次回の会議開催 

予定日：平成２６年１１月下旬（予定） 

 

 

 



 

６ 連絡事項 

報酬及び旅費支払いのための諸手続きについて 

本会議の内容の公開について 

 

７ 閉会 

 

会議資料 

会議次第 

滝川市いじめ問題指導マニュアル 

小学校女子児童の自殺事件に係わる事故報告書 

                                              


